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「エコシティたかつ」推進方針
（案）について

～100年後のたかつのまちのために～

高津区長 山﨑 茂

地球温暖化の現状＜平均気温＞



2

地球温暖化の現状＜平均気温＞
川崎市における年間平均気温の変化

*気温は年間平均気温(5年移動平均値)
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地球温暖化の現状＜生物多様性＞
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地球温暖化の現状＜温室効果ガス＞

川崎市では、2006年の温室効果ガス排出量は
1990年に対して8.9％減少

二酸化炭素排出の部門別状況
排出割合 産業部門が8割近く
増び率 産業部門は減少

民生部門（家庭）約35％増
⇒人口の増加率以上に増加

地球温暖化の現状＜集中豪雨＞

出典：国土交通省気象庁「気候変動監視レポート2006」
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地域における取り組み

個人から企業まで様々な領域がある

川崎市
約120の市民グループが環境活動を実施中

高津区
市民健康の森、二ヶ領用水、落ち葉・生ごみリサイ
クル、油のリサイクルなど様々な活動がある

地域における取り組み 2
高津区区民会議

「環境まちづくり」の調査・審議を実施中

市民協働で
「エコシティたかつ」推進方針を策定
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「エコシティたかつ」推進方針とは

環境課題に対し
地域の多様な主体が協力し
総合的・多面的な取組を推進

基本的な方針・行動するための指針

「エコシティたかつ」推進会議

高津区での総合的な
区民と協働での温暖化対策を展開

（１）推進方針の策定
（２）推進方針の実施と推進
（３）その他環境まちづくりの必要事項



6

推進方針の位置づけ

川崎市新総合計画
～川崎再生フロンティアプラン～

川崎市新総合計画
～川崎再生フロンティアプラン～ 自治基本条例自治基本条例

環境基本条例環境基本条例

「エコシティたかつ」推進方針「エコシティたかつ」推進方針

全市レベルの計画・事業全市レベルの計画・事業

連携連携

第１期高津区
区民会議報告書

第１期高津区
区民会議報告書

推進方針の対象区域

高津区全域
(約17.1k㎡)

同一流域界の
周辺区域も考慮
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推進方針の計画期間

「エコシティたかつ」推進方針（概ね10年）「エコシティたかつ」推進方針（概ね10年）

短期ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ短期ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

総合計画の見直しに合わせ、課題整理と今後を検討総合計画の見直しに合わせ、課題整理と今後を検討

中期ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ中期ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 長期ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ長期ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

反 映

2009年度 2018年度

2011年度 2014年度

反 映

第2期実行計画第2期実行計画 第3期実行計画第3期実行計画

推進方針の構成

地球環境危機の時代に対応した、自然の賑わいとともにある

持続可能な循環型都市構造の再生と創造

地球環境危機の時代に対応した、自然の賑わいとともにある

持続可能な循環型都市構造の再生と創造

基本理念基本理念

低炭素・省資源社会の実現低炭素・省資源社会の実現 自然共生型都市再生の推進自然共生型都市再生の推進 地域に即した防災
まちづくりの推進

地域に即した防災
まちづくりの推進

３つの基本目標３つの基本目標

短期は12のプロジェクトを設定（そのうち６つをリーディングプロジェクトとする）短期は12のプロジェクトを設定（そのうち６つをリーディングプロジェクトとする）

行動計画行動計画
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推進方針のポイント
緩和策
温室効果ガス排出の削減や吸収策

適応策
気候変動がもたらす水災害や生物多様性

の減少等、悪影響への対応策

両輪両輪

推進方針の基本理念

「地球環境危機の時代に対応した、

自然の賑わいとともにある持続可能な

循環型都市構造の再生と創造」

～100年後のたかつのまちのために～
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推進方針の基本目標

Ⅰ 低炭素・省資源社会の実現

Ⅱ 自然共生型都市再生の推進

Ⅲ 地域に即した防災まちづくり
の推進

行動計画「基本的な考え方」

「プロジェクト」
⇒ 3つの基本目標に基づく行動計画

多様な主体の協働により展開

視点として、次の5点を整理
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行動計画「基本的な考え方」

① 環境的・社会的・経済的持続可能性の実現

② 地域の流域特性に根ざした事業推進

③ 市民・企業・学校・行政の協働による推進と
担い手の育成

行動計画「基本的な考え方」

④ 区の全事務事業の環境視点からの見直し
と総合的展開

⑤ 資源の有効活用とリーディングプロジェクト
による効果的事業推進
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プロジェクトの推進体制

行政、市民グループ、学校、企業・・・
⇒ いずれかが主体となり推進する

役割分担、連携、相互支援
⇒ プロジェクトを推進

「リーディングプロジェクト」

★地図による地域環境資源の共有化の促進
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「リーディングプロジェクト」

★学校流域プロジェクト

「リーディングプロジェクト」
★区役所の緑化等、環境技術導入による

エコシティホール(環境展示場)化の推進
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「リーディングプロジェクト」
★エコシティホール(環境展示場)化の推進 2

橘中学校の屋上

区役所4階屋上緑化

「リーディングプロジェクト」
★緑のカーテン事業の展開

西梶ケ谷小学校NECNECインフロンティア（株）インフロンティア（株）
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「リーディングプロジェクト」
緑のカーテンコンテスト表彰式 (市民活動見本市2008)

「リーディングプロジェクト」
★ エ コ エ ネ ラ イ フ コ ン ク ー ル な ど

普及啓発イベントの実施
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「リーディングプロジェクト」
★橘地区の農的資源を活かしたまちづくり
の推進

「リーディングプロジェクト」
★橘地区の農的資源を活かしたまちづくり
の推進 ２
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短期のプロジェクト

●「緑と水でつなぐ
歴史街道 花街道」の推進

溝口駅周辺地区
緑化推進重点地区計画

短期のプロジェクト

●雨水利用の促進

●再生可能エネルギー
の利用促進
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短期のプロジェクト

●「まちなか油田プロジェクト」の推進に
向けた調査･研究

短期のプロジェクト

●エコ企業調査プロジェクト

●「エコシティたかつ」推進の体制づくり
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パブリックコメント手続

募集期間 ～２月１３日（金）まで

応募方法 ご意見とお名前、住所、電話番号を

配布の意見シート等(書式自由)に
ご記入いただき、
高津区役所地域振興課へ
①郵送、②ファックス、
③ホームページ（電子メール）、
④直接持参
のいずれかでご提出ください。

おわり

ご清聴

ありがとうございました。


